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行
財
政
５
か
年
計
画
の
評
価

大
泉
議
員

区
は
、
現
在
も
財

政
再
建
の
途
上
に
あ
る
。
策
定
時

に
は
反
対
も
あ
っ
た
行
財
政
5
か

年
計
画
だ
が
、
議
会
と
し
て
、
壮

絶
な
決
意
で
進
め
て
き
た
。
も
し
、

計
画
策
定
と
着
実
な
実
施
の
一
連

の
事
業
展
開
が
な
か
っ
た
ら
、
財

政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

答

策
定
時
の
危
機
的
な
状
況

を
打
開
し
、
安
定
し
た
財
政
基
盤

の
確
立
を
目
指
し
て
、
職
員
削
減
、

事
業
の
民
営
化
・
民
間
委
託
化
な

ど
に
よ
り
、
65
億
円
の
財
政
効
果

を
見
込
ん
で
策
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
も
し
、
12
年
度
以
前
の
財
政

運
営
を
続
け
て
い
た
ら
、
財
政
は

間
違
い
な
く
破
綻

は

た
ん

し
、
区
民
生
活

へ
の
影
響
は
想
像
を
絶
す
る
。

中
野
区
基
本
構
想

大
泉
議
員

新
し
い
基
本
構
想

案
は
現
行
と
比
較
す
る
と
、
位
置

付
け
が
憲
法
か
ら
計
画
へ
と
変
更

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
改
定

で
、
新
し
い
構
想
と
一
体
の
自
治

基
本
条
例
に
よ
る
区
政
へ
の
転
換

が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
。

答

行
政
計
画
の
最
上
位
と
い

う
意
味
で
は
憲
法
に
似
て
い
る
が
、

新
し
い
基
本
構
想
の
重
要
な
視
点

１
　
施
政
方
針
説
明
に
つ
い
て

１
　
中
野
区
基
本
構
想
と
10
か
年
計
画

に
つ
い
て

２
　
行
財
政
５
か
年
計
画
に
つ
い
て

３
　
事
業
部
制
予
算
編
成
に
つ
い
て

４
　
中
野
区
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

５
　
野
方
駅
北
口
開
設
と
周
辺
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

６
　
警
察
大
学
校
等
跡
地
利
用
に
つ
い

て

１
　
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
所
有
会
社
に
係
わ

る
資
本
金
に
つ
い
て

２
　
職
員
カ
ー
ド
の
不
正
打
刻
と
監
査

委
員
の
勧
告
に
つ
い
て

３
　
「
守
秘
義
務
違
反
」
を
理
由
と
す

る
職
員
の
告
発
に
つ
い
て

４
　
警
察
大
学
校
等
跡
地
を
緑
と
防
災

公
園
の
広
場
に
す
る
こ
と
に
つ
い

て

５
　
任
期
付
短
時
間
勤
務
職
員
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

１
　
財
政
運
営
に
つ
い
て

２
　
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て

３
　
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
つ

い
て

４
　
そ
の
他

１
　
区
政
運
営
に
つ
い
て

２
　
外
郭
団
体
の
改
革
に
つ
い
て

３
　
職
員
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て

４
　
防
災
問
題
に
つ
い
て

１
　
不
正
打
刻
に
つ
い
て

２
　
震
災
対
策
に
つ
い
て

３
　
ビ
ジ
ネ
ス
区
報
に
つ
い
て

４
　
予
算
編
成
の
改
革
に
つ
い
て

５
　
契
約
に
つ
い
て

６
　
財
政
に
つ
い
て

１
　
区
政
改
革
に
つ
い
て

２
　
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

３
　
障
が
い
の
あ
る
区
民
へ
の
対
応
に

つ
い
て

４
　
高
齢
者
虐
待
防
止
に
向
け
た
介
護

家
族
へ
の
支
援
に
つ
い
て

５
　
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
計
画
素

案
に
つ
い
て

６
　
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
検
討
に

つ
い
て

１
　
バ
ス
路
線
新
設
に
つ
い
て

２
　
西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

３
　
受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て

４
　
成
人
健
診
事
業
に
つ
い
て

５
　
介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

６
　
芝
生
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て

７
　
学
力
の
低
下
に
つ
い
て

８
　
防
犯
対
策
に
つ
い
て

９
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

１
　
都
区
制
度
改
革
に
つ
い
て

２
　
平
成
17
年
度
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
　

３
　
平
成
17
年
度
予
算
（
案
）
に
占
め

る
扶
助
費
に
つ
い
て
　

４
　
教
育
問
題
に
つ
い
て

５
　
そ
の
他

１
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

２
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
施
設
整
備
に
つ

い
て

３
　
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
に
つ
い

て

４
　
学
校
施
設
維
持
・
補
修
等
に
つ
い

て

５
　
住
区
協
議
会
に
つ
い
て

１
　
情
報
化
推
進
に
つ
い
て

２
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

３
　
教
育
行
政
に
つ
い
て

４
　
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

１
　
前
立
腺
ガ
ン
の
検
診
に
つ
い
て

２
　
公
衆
浴
場
で
の
事
業
と
震
災
対
策

に
つ
い
て

３
　
景
観
法
と
電
線
類
の
地
中
化
に
つ

い
て

４
　
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
と
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

５
　
中
高
年
の
就
労
あ
っ
せ
ん
に
つ
い

て

６
　
財
政
問
題
に
つ
い
て

飯
島
　
き
ん
い
ち

（
公
　
明
）

伊
東
　
し
ん
じ

（
Ｔ
自
民
）

昆
　
ま
さ
子

（
共
　
産
）

伊
藤
　
正
信

（
自
・
民
）

久
保
　
り
か

（
公
　
明
）

は
っ
と
り
　
幸
子

（
市
　
民
）

奥
田
　
け
ん
じ

（
無
所
属
）

佐
伯
　
利
昭

（
民
主
ク
）

高
橋
　
ち
あ
き

（
Ｔ
自
民
）

江
田
　
と
お
る

（
共
　
産
）

大
内
　
し
ん
ご

（
自
・
民
）

大
泉
　
正
勝

（
公
　
明
）

は
、
具
体
的
な
共
通
目
標
を
描
き
、

年
限
を
区
切
り
、
財
政
の
裏
付
け

を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
自

治
基
本
条
例
は
、
参
加
の
手
続
き
、

執
行
機
関
の
責
務
な
ど
を
定
め
、

住
民
参
加
を
さ
ら
に
進
め
て
行
く

上
で
の
基
本
的
な
仕
組
み
に
な
る
。

財
源
問
題

大
内
議
員
　
①
10
か
年
の
安
定

し
た
財
政
運
営
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
基
金
を
積
み
立
て
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。
②
将
来
的

に
利
用
計
画
が
な
く
な
っ
た
土

地
・
施
設
を
ど
の
よ
う
に
売
却
し

て
い
く
の
か
。

答

①
安
定
し
た
財
政
基
盤
を

作
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
将
来

の
大
き
な
財
政
需
要
に
備
え
、
基

金
を
積
み
立
て
る
こ
と
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
②
売
却
対
象
と
な

る
土
地
・
施
設
は
今
後
の
問
題
で

あ
る
が
、
財
産
処
分
に
あ
た
っ
て

は
、
区
全
体
の
施
設
展
開
や
財
政

運
営
の
視
点
か
ら
十
分
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
説
明
し
て
い
く
。

基
本
構
想
と
10
か
年
計
画

大
内
議
員
　
①
新
た
な
施
設
建

設
・
整
備
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
を
活
用
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
②

小
中
学
校
の
再
編
に
よ
り
、
学
校

が
な
く
な
る
と
地
域
の
避
難
場
所

も
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
対
応
は
。
③
区
民
の
声
を
吸
い

上
げ
る
地
域
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は

残
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

①
民
間
活
力
の
活
用
な
ど

も
含
め
検
討
し
て
お
り
、
優
良
な

事
業
者
を
選
定
す
る
た
め
、
な
る

べ
く
早
く
具
体
的
な
行
動
を
と
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
②
私
立

学
校
な
ど
、
地
域
の
方
が
安
心
し

て
避
難
で
き
る
場
所
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。
③
区
内
を
４
つ
程
度

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
職
員
を
配

置
し
情
報
の
や
り
と
り
や
地
域
活

動
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

職
員
カ
ー
ド
の
不
正
打
刻

江
田
議
員

出
勤
し
て
い
な
い

職
員
の
カ
ー
ド
を
総
務
課
長
が
１

カ
月
半
も
打
刻
し
た
こ
と
は
、
不

正
行
為
で
は
な
い
か
。
休
職
処
分

を
２
カ
月
も
遡
及

そ
き
ゅ
う

し
た
こ
と
は
不

当
だ
。
監
査
結
果
に
対
し
、
合
理

的
な
根
拠
も
示
さ
ず
拒
否
す
る
の

は
、
監
査
委
員
の
機
能
と
役
割
を

否
定
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

答

休
暇
や
休
職
の
手
続
き
を

す
べ
き
で
、
不
適
正
な
出
勤
簿
管

理
に
よ
り
懲
戒
処
分
と
し
た
。
や

む
を
得
な
い
事
情
を
前
提
に
休
職

処
分
の
効
果
を
遡
及

そ
き
ゅ
う

さ
せ
た
。
区

長
は
、
み
ず
か
ら
の
責
任
で
措
置

を
講
じ
る
も
の
で
、
監
査
委
員
の

役
割
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

平
成
17
年
度
予
算
編
成
方
針

高
橋
議
員
　
平
成
17
年
度
予
算

は
、
経
常
経
費
と
政
策
経
費
の
区

別
な
く
一
般
財
源
を
配
分
し
、
事

業
部
制
に
よ
り
、
部
長
が
自
ら
の

権
限
と
責
任
で
編
成
し
た
。
事
業

部
制
で
の
予
算
編
成
は
、
経
営
資

源
の
効
果
的
な
投
入
や
活
用
に
は

有
効
だ
が
、
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
。

よ
り
効
果
的
に
機
能
さ
せ
る
に
は

ど
う
考
え
れ
ば
よ
い
か
。

答
　
事
業
部
制
を
効
率
的
に
機

能
さ
せ
る
に
は
、
各
部
長
が
経
営

者
の
視
点
で
、
部
の
事
業
や
目
標
、

予
算
を
管
理
し
、
全
体
を
調
整
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

各
事
業
を
評
価
し
、
そ
の
改
善
に

鋭
意
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

自
治
基
本
条
例

高
橋
議
員
　
自
治
基
本
条
例
の

策
定
を
進
め
て
い
る
が
、
区
民
、

区
議
会
、
区
長
の
役
割
に
何
か
大

き
な
問
題
が
あ
っ
て
、
今
、
条
例

の
制
定
が
必
要
と
な
っ
た
の
か
。

平成17年度 

総 括 質 疑  

予算特別委員会 行
　
財
　
政

行
　
財
　
政

予算特別委員会では、2月28日から3月3日までの4日間、

12人の議員が予算全般について、質疑を行いました。質疑

の項目と主な内容は次のとおりです。


